
向陵中学校改築検討協議会議事概要 

 

１ 日時 

  令和４年（2022 年）７月４日（月）13：00～14：45 

 

２ 場所 

  向陵中学校 ３階会議室 

 

３ 出席者 

  別紙のとおり 

 

４ 協議会内容 

⑴ 開会あいさつ(学校施設担当部長) 

向陵中学校の改築検討協議会（以下「協議会」とする）の開催に当たり、お声掛け

が漏れていたことから、再度協議会を開催すべきであるという要望を西 28 丁目パー

クマンションの方から受けた。教育委員会としては、改めて協議会で議論を行うこ

とが必要であると判断し、協議会を開催した。 

昨年からの委員の皆様へ更なるご負担をおかけすること、西 28 丁目パークマンシ

ョンの皆様へは当初からの配慮が不足していたことをお詫び申し上げる。 

向陵中学校は市内でも有数の大規模校であることに加え、近年の学校には避難所

機能や性的マイノリティへの配慮など、新たな機能付加も求められており、学校規

模が大きくなっている。また、敷地面積についても市内の中学校の中でもやや狭く、

配置上様々な検討と工夫が必要。 

検討委員の方々には、子どもたちの学びの場、地域の施設としてもより良いもの

になるよう、忌憚のないご意見をいただきたい。 

 

 ⑵ 協議会の趣旨説明について (学校施設課長) 

  ア 改築検討協議会について 

積極的な意見交換の場と考えており、内容については、後日議事概要を送付す

ることから非公開とすること、また、協議会は教育委員会として改築案を決定す

るにあたり、意見を伺う場であり、協議会としての意見をまとめてほしい旨説明。 
 

イ 向陵中学校の改築計画について 

令和３年 11 月、12 月に協議会を開催し、校舎の配置、教室のレイアウト案など

について協議いただいた旨説明。 

 

ウ 本改築検討協議会開催の経緯について 

向陵中学校の北側敷地に隣接する西 28 丁目パークマンション自治会、管理組合

の皆様から、近隣への影響を考慮した現位置での改築案について再検討するため、

協議会を開催してほしい旨のご要望を受け、改めて開催することとした旨説明。 



⑶ 協議会の目的について（向陵中学校長） 

本日の協議会について、最終的な改築案を決定する場とせず、協議会参加者の意

見を出し尽くし、その意見を整理する場とする旨説明。 

 

⑷ これまでの協議会改築計画案について(施設整備係) 

（資料「向陵中学校改築 配置計画案」） 

  

  ア 改築事業の概要 

これまでの協議会での検討資料をもとに、既存校舎の現況や改築校舎の規模、事

業スケジュールについて説明。 

 

イ 改築検討協議会での検討内容 

第一回協議会では配置案を検討し、学習環境や近隣への影響を比較の上、①の東

側配置案を採用することとした旨説明。第二回協議会では①案の平面案について詳

細検討を行った旨説明。 

 

⑸ 本協議会での検討案について（学校施設課長） 

②案（北側配置案）については、これまでの協議会で廃案となっており、西 28 丁

目パークマンションの方々も、再検討のご要望はないと考えるため、この後の議論

は①案と③案（南東側配置案）の２案比較でよいか確認。 

学校長より参加者に確認を行ったが、反対意見はなかったため、今回の協議会に

おいては、①案と③案の２案比較を行うこととした。 

 

⑹ ２案の説明及び比較について（施設整備係） 

配置案や平面案、建替計画、近隣への影響について、平面図や日影図などを用い

て説明。また、意見交換の参考として、計画案を検討するにあたって考慮した主な

要素を示した。 

 

⑺ 質疑応答 

質 疑 回 答 

 ③案だとグラウンドが使えないが、ど

こを使う想定か。 

 体育館で行える授業中心になるかと

思うが、必要であれば近隣の小中学校

や、費用面の課題はあるが円山競技場の

グラウンドを借りることを検討したい。 

 仮設校舎の費用は示されているが、①

案、③案それぞれの全事業費はいくらに

なるのか。 

 案によって若干の違いは出ると思う

が、校舎建築からグラウンド整備までで

約51億円を試算しており、全事業費とし

ては51億円に仮設校舎の費用が上乗せ

される。 

 ①案、③案について、仮設校舎以外の  新校舎、体育館の面積については、学



面積計算を行い、費用比較も示してほし

い。 

級数に応じて文部科学省より補助金を

もらう性質上、①案、③案ともに大きな

差はなく、費用についても同様となる。 

当日出た意見や未回答の質問 

 ①案は自分の子どもが卒業までに、少しだけでも新校舎で過ごすことができ、

楽しみにしている。また、①案は仮設校舎に一部特別教室が整備されることにな

るが、③案は全面的な仮設校舎となるため、暑さの課題等、教育環境上懸念があ

る。グラウンドについても、①案は一部分使用可能だが、③案はグラウンドが使

用できず体育館しかないので、運動スペースが足りない。 

 子どもの体力の低下が問題視されており、③案はグラウンドが全く使えないと

いうのは問題であることから、①案の方が妥当かと考える。 

1000 年に１度の洪水を想定し、屋内運動場を３階に配置することについて、

これまでも市教委に意見してきたが非現実的ではないか。 

 ③案は屋内運動場が１階に整備され、これまで同様吹奏楽部の演奏会に行きや

すいが、①案は３階に上がるのが困難な方もおり、EV は遠慮して使わないと思

うので行かなくなると思う。 

 生徒数が増えるという見立てについて、根拠を示してほしい。 

現在の校舎にある諸室と、新校舎で整備する諸室について対比して示してほし

い。また、新しく整備する諸室について必要性を示してほしい。 

議事録を見ると生徒の意見を聞いた、と書いてあるがその意見について改築案

にどのように反映されているか。 

ホームページ上の意見聴取について、どのような意見があったか示してほし

い。また、その意見の中で反映したものはあるか。 

西２８丁目パークマンションの住民から改築案の提案があったと思うが、提案

者へ回答がないと聞いている。どのような対応をしてきたのか示してほしい。 

①案には吹き抜けがあるが、なぜ整備するのか教えてほしい。個人的な見解で

は、東側に環状通があることから排気ガスの影響により窓があけられないからで

はないか、と考える。 

学校の向きについて、他の学校の事例等から、東西向き、南北向きのどちらが

良いか検討したのか。 

 教育委員会の示す改築案については、総じて検討が足りていないと感じる。 

 マンションで総会を開いたところ、景観が損なわれることに対し、問題である

という意見が多かった。 現位置での建て替えとすべきではないか。 

 マンションが建ってから 40 年が経ち、今日ご参加の皆さんよりもずっと子ど

もたちを見てきた。ぜひ、今後も優しい目で子どもたちが見られるような改築案



となると良いと考える。 

 現校舎に比べると、①案は校舎とマンションが近くなることから、お互いのプ

ライバシーが気になってしまうと考える。 

 20 年前から向陵中学校の改築を要望してきたが、ようやく実現することとなっ

た。これまで、式典に保護者が入れず可哀そうな状況であり、少子化といえど、

向陵中学校の生徒は増え続けていることから、より大きな校舎とするのはいたし

かたないと考える。 

個人的な意見としては、工事の危険性を抑えるため、工期を短くしてほしいの

と、昨今の温暖化を踏まえ、暑さ対策としてクーラーを設置してほしい。 

 仮設校舎であっても、子どもたちの健康面に配慮した計画を行ってほしい。 

 マンションの方から出た内容の 99％が、子どもたちにとって良かれと思っての

ご提案だと感じた。当初から協議会に参加してもらっていれば、より良かったと

思うが、マンションの方から出た新しい目線でのご意見も踏まえ、子どもたちに

とってより良い改築案になれば良いと考える。 

 文部科学省の基準に応じた面積というが、本当にその大きさで良いか、ちゃん

と検討すべきだと考える。本当に必要なものであれば、予算の枠に縛られず、ク

ラウドファンディングを行うなど、何らかの対応をすべきだと思う。 

 東京では規則に縛られず、10 階建ての学校という事例がある。札幌市において

も、規則に縛られない検討を行うべきだと考える。 

将来の生徒数増に備え、校舎の上に増築できるような構造となっているか。 

 ①案の中庭については、大きい四角の箱である学校なので、採光、換気や通風

の観点から必要だと考える。親としては、改築の際に不便があまり出ないような

改築案になると良いと思っている。 

 ①案では仮グラウンドを使用できる点についてメリットであるとしているが、

今までどおりの活動ができないため、③案とそれほど変わらないのではないか。 

 ③案について、屋内運動場を建てるタイミングをずらせば、屋内運動場の予定

地に仮グラウンドを作れるのではないか。 

 今のグラウンドは水はけが悪く、ホコリもひどい。新校舎では、ちゃんと機能

する排水設備を整備し、ホコリ対策として散水設備もあると良い。 

 バスセンター前の桜が咲くことを毎年楽しみにしているので残してほしい。 

 有事の際に、グラウンドに車で避難してきた場合、車が水没してしまう可能性

があると考える。そのような場合に備え、避難計画をしっかり練ってほしい。 

 学校を作ることは地域を作ることであり、地域を支える素晴らしい学校を作っ

てほしいと考える。 



【事務局からのまとめ】 

   本日出されたご意見やご質問について、次回 7月 21 日（木）14 時からの協議会

でご説明する。 

 

以上 



所属 役職・係等 氏名 出欠

円山町内会連合会会長・学校評議員 三上　恒（みかみ　ひさし） ○

学校評議員 久木　利弘（ひさき　としひろ） ○

学校評議員 玉木　康雄（たまき　やすお） ○

円山第１５町内会長 中村　睦男（なかむら　むつお） ×

宮の森東三町内会交通安全部長 清水　順一（しみず　じゅんいち） ○

西28丁目パークマンション管理組合理事長 堺　忠顕 ○

西28丁目パークマンション自治会長 廣瀬　泰久 ○

西28丁目パークマンション管理会社 秋山　祐二 ○

ＰＴＡ会長 南出　保（みなみで　たもつ） ○

ＰＴＡ副会長 巽　亜矢子（たつみ　あやこ） ○

ＰＴＡ副会長 佐々木　由希子（ささき　ゆきこ） ×

ＰＴＡ副会長 藤原　希（ふじわら　のぞみ） ×

ＰＴＡ総務 里井　恵子（さとい　けいこ） ×

ＰＴＡ総務 瀧澤　真理子（たきざわ　まりこ） ○

ＰＴＡ総務 薬師 ひとみ（やくし　ひとみ） ○

PTA会計 田頭　理（たがしら　おさむ） ×

校　　長 原田 之彦（はらだ　ゆきひこ） ○

教　　頭 保格　諭（ほかく　さとし） ○

事務職員 小中出　亘（こなかで　わたる） ○

20名 事務職員 西島 咲（にしじま　さき） ○

学校施設担当部長 池田　秀利（いけだ　ひでとし） ○

学校施設課長 宮野　純一（みやの　じゅんいち） ○

計画係長 高橋　正樹（たかはし　まさき） ○

計画係 石垣　敬寛（いしがき　たかひろ） ○

施設整備係長 伊藤　哲夫（いとう　てつお） ○

施設整備係 吉岡　佑樹（よしおか　ゆうき） ○

工事三係長 山崎　大史(やまざき　たいし） ×

工事三係 瀬川　大樹（せがわ　たいき） ○

電気設備課 島　浩輔（しま　こうすけ） ×

機械設備課 和島　順也（わじま　じゅんや） ×

副所長 北原　和俊（きたはら　かずとし） ×

設計室　室長 松本　渉（まつもと　わたる） ×

設計室 小澤　光理（こざわ　ひかり） ○

建築設計部次長 近藤　育男（こんどう　いくお） ×

建築設計部電気次長 斉藤　慎幸（さいとう　のりゆき） ×

16名 建築設計部機械担当 中村　悠佑（なかむら　ゆうすけ） ×
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